
当
館
で
は
、こ
れ
が
好
評

浴
場

山々の稜線を借景に

浴
場

心ゆくまで湯浴みを

料
理

選りすぐりの食材を使用

浴
場

湯巡り楽しめる日本の宿

露
天
風
呂
「
河
原
の
湯
」

　
岐
阜
県
・
下
呂
温
泉
に
あ

る
川
上
屋
花
水
亭
（
川
上
裕

惟
社
長
）
は
、
温
泉
街
か
ら

少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る

隠
れ
家
の
よ
う
な
宿
。
落
ち

着
い
た
佇
ま
い
で
静
寂
と
ゆ

と
り
が
感
じ
ら
れ
る
和
の
空

間
が
広
が
る
。

　
日
本
三
名
泉
の
一
つ
で
あ

る
下
呂
温
泉
。
同
館
の
露
天

風
呂
「
河
原
の
湯
」
は
、
季

節
ご
と
に
彩
り
を
変
え
る
山

々
の
稜
線
を
借
景
に
温
泉
が

楽
し
め
る
。

月
末
か
ら


月
中
旬
ま
で
は
真
っ
赤
に
色

づ
い
た
紅
葉
を
愛
で
な
が
ら

の
湯
浴
み
が
楽
し
め
る
。

　
貸
し
切
り
風
呂
「
飛
之
湯

泉
」
は
、
木
の
香
り
が
漂
う

総
檜
の
浴
槽
。
趣
の
あ
る
東

屋
も
備
え
た
和
の
情
緒
が
あ

ふ
れ
る
空
間
。
友
人
や
家
族

で
ゆ
っ
く
り
と
満
喫
で
き

る
。

　
大
浴
場
は
源
泉
か
け
流
し

で
、
名
湯
を
堪
能
で
き
る
。

　
全

室
の
客
室
は
す
べ
て

純
和
風
。
日
本
の
風
情
、
情

緒
を
大
切
に
し
た
空
間
で
静

か
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
。

　
ス
イ
ー
ト
タ
イ
プ
「
菊
」

「
桃
」
の
客
室
に
は
、
石
の

浴
槽
の
露
天
風
呂
と
檜
の
内

風
呂
が
付
い
て
い
る
。
露
天

風
呂
は
飛
騨
川
に
面
し
、
川

の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら

入
浴
で
き
る
。

　
セ
ミ
ス
イ
ー
ト
タ
イ
プ

「
菖
蒲
」
「
海
棠
」

の
客
室
は
、
掘
り
ご

た
つ
付
き
。
掘
り
ご

た
つ
に
入
り
な
が

ら
、
窓
か
ら
見
え
る

下
呂
の
四
季
の
う
つ

ろ
い
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。

　
料
理
は
月
替
わ
り

の
献
立
。極
上
の「
飛

騨
牛
」を
は
じ
め
四

季
折
々
の
飛
騨
の
素

材
を
生
か
し
た
会
席

料
理
が
味
わ
え
る
。

「
湯
亭
」
の
女
湯
「
花
の
賀
」

　
三
重
県
鳥
羽
市
の
戸
田
家

（
寺
田
順
三
郎
社
長
）
は
、

天
保
元
年
に
開
業
し
た
割
烹

料
亭「
戸
田
家
」が
前
身
で
、

１
８
０
年
の
歴
史
が
あ
る
旅

館
。

年
の
サ
ミ
ッ
ト
で
注

目
を
集
め
る
伊
勢
志
摩
地

域
。
鳥
羽
駅
か
ら
徒
歩
３
分

と
ア
ク
セ
ス
も
便
利
だ
。

　
心
ゆ
く
ま
で
湯
浴
み
を
満

喫
で
き
る「
戸
田
家
温
泉
村
」

が
人
気
。
風
流
野
天
風
呂

「
湯
亭
」
は
、
男
女
合
わ
せ

て

湯
と
足
湯
２
湯
、
岩
盤

浴

床
が
あ
り
、

時
間
入

浴
が
可
能
。
佐
田
浜
の
港
を

眺
め
な
が
ら
癒
し
の
ひ
と
時

が
楽
し
め
る
。

　
「
湯
亭
」
の
男
湯
「
緑
の

賀
」と
女
湯「
花
の
賀
」は
、

と
も
に
自
然
の
緑
を
生
か
し

た
、
野
趣
あ
ふ
れ
る
造
り
。

　
無
料
の
貸
切
風
呂
「
た
ぬ

き
風
呂
」「
し
ゃ
こ
貝
風
呂
」

「
釜
風
呂
」
「
瓶
風
呂
」

「
浮
世
風
呂
」
の
個
性
豊
か

な
五
つ
の
風
呂
は
、
家
族
連

れ
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
嬉
春
亭
と
南
館
そ

れ
ぞ
れ
に
男
女
一
つ
ず
つ
大

浴
場
を
備
え
る
。ほ
か
に
も
、

風
水
パ
ワ
ー
を
取
り
入
れ
た

貸
切
風
水
家
族
風
呂
を
用

意
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計
の

「
風
水
家
族
風
呂
」
と
５
千

個
以
上
の
貝
殻
を
敷
き
詰
め

た「
風
水
貝
殻
家
族
風
呂
」の

２
種
類
が
あ
る
。

　
昨
年
８
月
に
食

事
処
「
し
ん
わ
ダ

イ
ニ
ン
グ
　
天
・

地
・
海
」
が
オ
ー

プ
ン
。
料
理
人
が

目
の
前
で
調
理
す

る
ラ
イ
ブ
キ
ッ
チ

ン
や
土
か
ま
ど
ス

ペ
ー
ス
な
ど
楽
し

い
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
。
伊
勢
志

摩
の
旬
の
食
材
を

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー

で
満
喫
で
き
る
。

料
亭
「
浮
城
」

　
長
野
県
上
諏
訪
温
泉
に
あ

る
浜
の
湯（
井
口
恒
雄
社
長
）

は
、
数
寄
屋
造
り
が
印
象
的

な
和
風
空
間
が
特
徴
。
上
層

階
か
ら
は
諏
訪
湖
を
眼
下
に

遠
く
は
槍
ヶ
岳
、
穂
高
岳
な

ど
北
ア
ル
プ
ス
を
は
じ
め
と

す
る
信
州
の
雄
大
な
自
然
を

満
喫
で
き
る
。

　
豊
富
な
湯
量
を
誇
る
温
泉

は

時
間
入
浴
が
可
能
。
大

浴
場
の
内
湯
は
石
造
り
と
檜

風
呂
、
露
天
は
岩
風
呂
と
薬

草
風
呂
の
４
種
類
。
泉
質
は

弱
ア
ル
カ
リ
性
低
張
性
高
温

泉
。
神
経
痛
や
筋
肉
痛
、
関

節
痛
、
冷
え
症
な
ど
に
効
果

が
あ
る
。

　
客
室
は
貴
賓
室
、
特
別
室

を
は
じ
め
と
す
る

室
の
和

室
と
、
シ
ン
グ
ル
ル
ー
ム
主

体
の

室
の
洋
室
を
用
意
し

た
。

　
料
理
は
京
都
出
身
で
、
関

西
の
老
舗
料
亭
で
修
業
し
た

総
料
理
長
に
よ
る
本
格
会
席

料
理
を
提
供
す
る
。
山
菜
、

川
魚
、高
原
野
菜
、き
の
こ
、

信
州
牛
な
ど
の
四
季
折
々
の

信
州
の
地
の
食
材
に
加
え
、

東
京
の
築
地
直
送
の
新
鮮
な

魚
介
類
、
さ
ら
に
は
全
国
各

地
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
食
材

を
巧
み
に
取
り
入
れ
、
盛
り

付
け
、
器
に
も
気
を
配
っ
た

彩
り
豊
か
な
食
事
を
楽
し
め

る
。ご
飯
は
自
然
に
恵
ま
れ
、

お
い
し
さ
で
定
評
の
あ
る
信

州
安
曇
野
の
契
約
農
家
に
よ

る
こ
し
ひ
か
り
米
を
使
用
し

て
い
る
。　

個
人
・
少
人
数
グ

ル
ー
プ
に
は
食
事
処

を
提
案
す
る
。
２
階

に
あ
る「
浮
城
」は
温

泉
街
で
も
数
少
な
い

本
格
的
な
料
亭
。


の
個
室
を
用
意
し
、

日
本
庭
園
を
眺
め
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
と
食

事
を
楽
し
め
る
。
１

階
の「
乙
女
滝
」は
、

掘
り
炬
燵
式
の
食
事

処
と
な
っ
て
い
る
。

露
天
岩
風
呂
「
日
光
の
湯
」

　
石
川
県
加
賀
市
の
山
代
温

泉
に
あ
る
瑠
璃
光
（
萬
谷
浩

幸
社
長
）
は
「
進
化
す
る
日

本
の
宿
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
に
、
伝
統
と
新
し
さ
を
融

合
し
た
洗
練
さ
れ
た
も
て
な

し
を
大
切
に
し
た
宿
。
北
陸

新
幹
線
金
沢
開
業
で
同
館
も

注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
多

彩
な
客
室
と
、
湯
巡
り
を
楽

し
め
る
温
泉
が
魅
力
の
宿
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
客
層
に
対
応

で
き
る
客
室
が
あ
る
が
、
な

か
で
も
露
天
風
呂
付
き
の

「
新
・
星
の
棟
」
に
宿
泊
す

れ
ば
、
旅
館
に
は
珍
し
い

「
専
用
ラ
ウ
ン
ジ
」
を
利
用

で
き
る
の
は
特
筆
す
べ
き
点

だ
。
ゆ
と
り
あ
る
上
質
の
空

間
で
は
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
ド

リ
ン
ク
の
ほ
か
、
客
室
で
楽

し
め
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
雑
誌
も
用

意
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
夕

方
の
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
も
好
評
だ
。
こ

の
棟
は
結
婚
記
念
日
や
誕
生

日
な
ど
、
特
別
な
日
の
宿
泊

に
選
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
ま
た
浴
場
施
設
で
は
、
そ

ろ
そ
ろ
紅
葉
が
楽
し
み
な
露

天
風
呂
を
は
じ
め
、
足
湯
な

ど
多
彩
に
温
泉
を
満
喫
で
き

る
。
徒
歩
５
分
の
姉
妹
館
へ

の
湯
巡
り
も
人
気
だ
。
ま
た

趣
が
異
な
る
五
つ
の
貸
切
露

天
風
呂
が
翌
朝
は
無
料
と
な

る
の
も
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
連

れ
に
好
評
だ
。

　
毎
夜
の「
一
向
一
揆
太
鼓
」

に
加
え
、
冬
季
は

「
ニ
ュ
ー
ハ
ー
フ

シ
ョ
ー
」も
開
催
、

夜
の
２
次
会
に
華

を
添
え
る
。

　
ま
た
来
年
８
月

に
開
業

周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り

プ
レ
期
間
が
ス
タ

ー
ト
。
記
念
イ
ベ

ン
ト
や
プ
ラ
ン
な

ど
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

（５） 第２８１６号第３種郵便物認可２０１５年（平成２７年）１０月１０日（土曜日）

　
繁
盛
旅
館
・
ホ
テ
ル
は
ほ
か
に
な
い〝
強
み
〟

を
持
っ
て
い
る
。
ブ
ー
ム
や
安
売
り
で
に
ぎ
わ

っ
て
も
、
そ
れ
は
一
時
の
隆
盛
に
し
か
す
ぎ
な

い
。
個
性
と
こ
だ
わ
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
長

く
繁
盛
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
い
ら
れ
る
。
企
画
特

集
「
当
館
で
は
、
こ
れ
が
好
評
」
で
は
、
独
自

の
売
り
物
を
誇
る
人
気
の
旅
館
・
ホ
テ
ル

軒

を
紹
介
す
る
。
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当
館
で
は
、こ
れ
が
好
評

浴
場

療養泉に認められる泉質

客
室

階ごとに異なるコンセプト

浴
場

女性客へのサービス充実

浴
場

源泉掛け流しの湯
「
風
待
ち
の
港
」
庭
園
露
天
風
呂

　
福
寿
荘
（
木
村
圭
仁
朗
社

長
）は
、三
重
県
志
摩
市
の
的

矢
湾
に
浮
か
ぶ
渡
鹿
野
島
に

あ
る
料
理
と
温
泉
が
自
慢
の

温
泉
旅
館
。

年
の
サ
ミ
ッ

ト
開
催
地
が
志
摩
市
に
決
定

し
、
伊
勢
志
摩
や
同
旅
館
に

も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
対
岸
の
専
用
駐
車
場
か
ら

島
へ
は
、専
用
船
で
約
３
分
。

江
戸
時
代
か
ら「
風
待
ち
港
」

と
し
て
利
用
さ
れ
た
湾
内
は

波
が
穏
や
か
で
船
が
苦
手
で

も
安
心
し
て
船
旅
が
楽
し
め

る
。

　
伊
勢
志
摩
の
ブ
ラ
ン
ド
食

材
は
全
国
的
に
も
知
名
度
が

高
い
。
同
館
で
は
地
産
の

「
本
物
」
を
味
わ
え
る
「
ブ

ラ
ン
ド
食
材
を
食
べ
る
宿
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
厳
選
し
た

食
材
を
用
意
。
「
旬
紀
行
」

と
銘
打
っ
て
、
志
摩
の
新
鮮

な
旬
の
素
材
を
一
番
お
い
し

い
時
期
に
提
供
し
て
い
る
。

　
人
気
の「
三
大
味
覚
会
席
」

は
、
伊
勢
志
摩
の
代
表
す
る

三
大
味
覚
を
一
度
に
味
わ
え

る
贅
沢
な
会
席
料
理
。
４
～


月
は
、
伊
勢
海
老
、
あ
わ

び
、
国
内
産
牛
肉
（
伊
勢
海

老
お
造
り
、
あ
わ
び
踊
り
焼

き
、
国
内
産
牛
石
焼
き
）
。


～
３
月
の
こ
れ
か
ら
の
季

節
は
、
伊
勢
海
老
、
的
矢
か

き
、
と
ら
ふ
ぐ
（
伊
勢
海
老

お
造
り
、
焼
き
か
き
、
蒸
し

か
き
、
て
っ
ち
り
、
ふ
ぐ
唐

揚
げ
）
が
満
喫
で
き
る
。

　
自
家
源
泉「
風
待
ち
の
湯
」

は
、
療
養
泉
に
も
認
め
ら
れ

て
い
る
ほ
ど
良
質
な
泉
質
を

誇
る
。
庭
園
風
呂
「
風
待
ち

の
港
」
は
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
庭
園
の
な

か
に
、
露
天
風
呂
や

内
湯
、
檜
の
サ
ウ
ナ

な
ど
が
あ
る
伊
勢
志

摩
最
大
級
の
風
呂
。

貸
し
切
り
風
呂
は
２

種
類
。
花
を
形
ど
っ

た
石
の
風
呂
「
花
」

と
、
木
の
香
り
が
漂

う
檜
の
風
呂
「
海
」

が
あ
る
。

ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
る
準
特
別
室

　
淡
路
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ホ
テ
ル
ザ
・
サ
ン
プ
ラ
ザ

（
樫
本
文
昭
社
長
）
は
、
兵

庫
県
淡
路
島
洲
本
市
に
あ

る
、
全
客
室
が
オ
ー
シ
ャ
ン

ビ
ュ
ー
の
ホ
テ
ル
。

　
階
ご
と
に
コ
ン
セ
プ
ト
が

異
な
り
、
客
室
デ
ザ
イ
ン
も

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い

る
。

　
３
階
か
ら
５
階
ま
で
は
和

室
を
基
調
と
し
て
お
り
、
落

ち
着
き
の
あ
る
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
和
室
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
仕

様
、
女
性
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ

る
設
計
な
ど
の
客
室
が
あ

る
。

　
６
階
特
別
フ
ロ
ア
「
波
の

音
」
は
、
和
モ
ダ
ン
を
基
調

と
し
た
部
屋
や
亜
細
亜
モ
ダ

ン
、
新
和
洋
、
新
和
風
、
新

モ
ダ
ン
の
５
タ
イ
プ
の
部
屋

を
用
意
。
趣
の
異
な
る
部
屋

で
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
を
楽

し
み
な
が
ら
く
つ
ろ
げ
る
。

　
最
上
階
の
７
階
は
、
「
ひ

と
つ
上
の
贅
沢
、
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
ル
ー
ム
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
和
洋
室
が
８

室
。
漆
黒
に
塗
ら
れ
た
梁
が

大
正
ロ
マ
ン
を
思
わ
せ
シ
ッ

ク
な
和
室
に
広
め
の
セ
ミ
ダ

ブ
ル
ベ
ッ
ド
を
配
置
。ま
た
、

１
室
限
定
で
間
取
り

平
方

㍍
の
準
特
別
室
も
あ
る
。

　
温
泉
大
浴
場
は
、
露
天
風

呂
、サ
ウ
ナ
、気
泡
湯
、打
た

せ
湯
な
ど
が
揃
い
洲
本
温
泉

「
潮
騒
の
湯
」が
楽
し
め
る
。

貸
切
風
呂
は
檜
を
使

用
し
た
浴
槽
。
海
を

見
な
が
ら
、
潮
騒
に

耳
を
澄
ま
せ
て
湯
浴

み
を
楽
し
め
る
。

　
ま
た
、

年
６
月

に
レ
ス
ト
ラ
ン
が

「
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン

グ
遊
楽
」
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
。
天
井
高
を
生
か

し
木
の
温
も
り
が
感

じ
ら
れ
る
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
空
間
だ
。

大
浴
場
「
織
姫
」

　
島
根
県
玉
造
温
泉
の
白
石

家
（
内
藤
優
子
社
長
）
は
、

享
保
元
年
（
１
７
１
６
）
創

業
の
老
舗
旅
館
。
近
年
は
女

性
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
充

実
。
女
性
客
に
は
、
色
浴
衣

や
浴
衣
に
合
う
髪
飾
り
、
風

呂
敷
を
巾
着
型
に
結
ん
だ

「
花
ふ
ろ
し
き
」
を
貸
し
出

し
て
お
り
好
評
だ
。
今
年
４

月
に
は
、
館
内
に
本
格
エ
ス

テ
サ
ロ
ン
「
青
と
白
の
エ
ス

テ
」
が
オ
ー
プ
ン
。
温
泉
に

浸
か
っ
た
後
、
浴
衣
で
来
店

で
き
る
の
も
う
れ
し
い
。

　
奈
良
時
代
に
開
湯
さ
れ
た

と
い
う
玉
造
温
泉
は
、
美
肌

の
湯
と
し
て
人
気
。
大
浴
場

「
織
姫
」
は
、
樹
齢
１
８
０

０
年
の
古
代
ひ
の
き
を
使
っ

た
総
古
代
ひ
の
き
風
呂
で
、

湯
船
が
肌
に
優
し
く
、
香
り

が
心
地
よ
い
と
評
判
。
黒
御

影
石
風
呂
の
大
浴
場「
彦
星
」

と
男
女
入
れ
替
え
制
。
大
浴

場
に
続
く
露
天
風
呂
も
あ

り
、
趣
の
異
な
る
湯
浴
み
が

満
喫
で
き
る
。

　
料
理
は
、
随
所
に
勾
玉
の

嗜
好
を
凝
ら
し
た
モ
ダ
ン
な

デ
ザ
イ
ン
の
食
事
処
「
ダ
イ

ニ
ン
グ
　
ｍ
ａ
ｇ
ａ
ｔ
ａ
ｍ

ａ
」
で
提
供
。
オ
ー
プ
ン
キ

ッ
チ
ン
で
出
来
立
て
の
料
理

が
楽
し
め
る
。
し
ま
ね
和
牛

や
隠
岐
松
葉
ガ
ニ
、
の
ど
ぐ

ろ
、白
イ
カ
な
ど
島
根
・
山
陰

の
地
物
食
材
を
使
用
。
食
材

だ
け
で
な
く
地
元
醸
造
の
醤

油
や
味
噌
、
地
元
養
鶏
所
の

ネ
ッ
カ
エ
ッ
グ
や
藻
塩
な
ど

調
味
料
ま
で
地
元
産

を
使
用
す
る
の
が
こ

だ
わ
り
だ
。

　
毎
晩
ロ
ビ
ー
で
上

演
さ
れ
る
「
安
芸
節

民
謡
シ
ョ
ー
」
は
同

館
の
名
物
の
一
つ
。

演
じ
る
の
は
白
石
家

ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て

結
成
さ
れ
た
「
白
石

家
一
座
」
。
味
わ
い

深
い
郷
土
芸
能
が
楽

し
め
る
。

モウソウダケが迫る「竹林の湯」

　
熊
本
県
・
黒
川
温
泉
の

「
湯
峡
の
響
き
　
優
彩
」

（
高
島
淳
一
社
長
）
は
、
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
、
源

泉
掛
け
流
し
の
湯
を
楽
し
め

る
こ
と
で
名
高
い
宿
だ
。

　
同
館
で
は
敷
地
内
の
自
家

源
泉
か
ら

度
の
湯
を
引

湯
。
毎
日
入
れ
替
え
る
源
泉

１
０
０
％
の
湯
に
入
浴
で
き

る
と
あ
っ
て
、
湯
め
ぐ
り
す

る
人
が
数
多
く
訪
れ
る
。

　
一
番
の
お
す
す
め
は
宿
泊

者
だ
け
に
開
か
れ
た
湯
空
間

「
ま
ほ
ろ
ば
の
湯
場
」。窓
一

面
に
モ
ウ
ソ
ウ
ダ
ケ
が
迫
る

「
竹
林
の
湯
」、ヒ
ノ
キ
の
香

り
と
温
か
さ
に
包
ま
れ
る

「
双
檜
の
湯
」、川
の
せ
せ
ら

ぎ
が
楽
し
め
る「
渓
流
の
湯
」

の
三
つ
の
風
呂
が
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
ほ
ど
天
文
台

「
そ
ら
し
る
べ
」
が
オ
ー
プ

ン
。
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

メ
ー
カ
ー
が
作
っ
た
本
格
的

な
天
体
望
遠
鏡
を
備
え
、
気

軽
に
天
体
観
測
が
楽
し
め

る
。
黒
川
温
泉
の
新
た
な
文

化
施
設
と
い
え
る
。
夕
食
後

の
新
た
な
過
ご
し
方
と
し
て

利
用
し
て
み
る
の
も
い
い
。
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〝
強
み
〟持
つ
繁
盛
旅
館
・
ホ
テ
ル

軒

浴
場

多彩な湯巡り満喫

浴
場

敷地内に自家泉源

館

純和風の風情ある空間

浴
場

湯巡り三昧の種類
展
望
露
天
風
呂
「
天
遊
の
湯
」

　
島
根
県
の
玉
造
温
泉
に
あ

る
佳
翠
苑
皆
美
（
皆
美
佳
邦

社
長
）
は
玉
湯
川
沿
い
の
温

泉
街
に
あ
る
数
寄
屋
造
り
の

旅
館
。
皆
美
グ
ル
ー
プ
の
基

幹
で
あ
る
「
皆
美
館
」
の
歴

史
は
１
２
０
年
を
超
え
る
。

歴
史
の
中
で
育
ま
れ
た
接
客

の
モ
ッ
ト
ー
は
、
茶
人
で
も

あ
る
松
江
７
代
藩
主
松
平
不

昧
公
の
お
も
て
な
し
の
極
意

「
客
の
こ
こ
ろ
に
な
り
て
亭

主
せ
よ
」
。
従
業
員
一
同
が

気
配
り
、
目
配
り
、
心
配
り

で
、
き
め
細
や
か
な
お
も
て

な
し
を
心
が
け
る
。

　
玉
造
温
泉
は
、
美
肌
と
健

康
に
高
い
効
果
を
持
つ
名
湯

と
し
て
親
し
ま
れ
、
同
館
で

は
、
多
彩
な
湯
め
ぐ
り
を
満

喫
で
き
る
。

　
男
女
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
大

浴
場
は
、
内
風
呂
に
加
え
、

岩
風
呂
と
檜
の
２
種
類
の
露

天
風
呂
が
あ
る
。
女
性
用
の

パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
は
広
々
と

設
計
さ
れ
て
い
る
の
で
気
兼

ね
な
く
使
用
で
き
る
。

　
９
階
に
あ
る
展
望
露
天
風

呂
「
天
遊
の
湯
」
は
、
風
情

あ
る
温
泉
街
や
山
々
の
借
景

を
楽
し
め
る
開
放
感
に
あ
ふ

れ
た
空
間
。
ゆ
っ
た
り
と
湯

に
浸
か
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
湯
上
が
り
処
、
ア
ロ
マ
サ

ロ
ン
、
足
裏
サ
ロ
ン
な
ど
の

癒
し
施
設
も
充
実
。
気
軽
に

旅
の
疲
れ
を
癒
せ
る
手
湯
と

足
湯
も
あ
り
、
手
湯
に
は
、

季
節
の
花
が
浮
か
び
、
女
性

客
に
好
評
だ
。

　
料
理
は
、
日
本
海

と
宍
道
湖
の
幸
を
四

季
折
々
旬
の
食
材
を

丁
寧
に
調
理
。
料
理

長
の
お
す
す
め
は
島

根
和
牛
の
ス
テ
ー
キ

や
鮑
の
グ
リ
ル
、
剣

先
烏
賊
の
糸
造
り
、

松
江
の
郷
土
料
理

「
鱸
の
奉
書
焼
き
」

な
ど
。
地
産
地
消
に

こ
だ
わ
っ
た
自
慢
の

一
品
だ
。

大
浴
場

　
月
光
園
鴻
朧
館
（
奥
田
真

也
社
長
）
は
、
六
甲
山
系
の

落
葉
山
の
麓
に
立
ち
、
敷
地

内
に
は
清
流
滝
川
が
流
れ
る

自
然
を
感
じ
る
宿
だ
。

　
有
馬
温
泉
は
、
日
本
三
古

泉
の
一
つ
で
、
豊
臣
秀
吉
が

愛
し
た
名
湯
と
し
て
有
名
。

　
敷
地
内
に
自
家
泉
源
が
あ

り
、
源
泉
１
０
０
％
の
温
泉

が
楽
し
め
る
。
自
家
泉
源
を

も
つ
旅
館
は
有
馬
温
泉
の
中

で
も
数
少
な
い
。

　
大
浴
場
は
内
風
呂
、
露
天

風
呂
と
サ
ウ
ナ
の
三
つ
が
併

設
さ
れ
た
広
々
と
し
た
大
浴

場
。
特
に
露
天
風
呂
で
は
月

光
園
な
ら
で
は
の
絶
景
と
自

家
泉
源
の
赤
湯
を
楽
し
め

る
。「
洞
窟
」「
檜
」「
ワ
イ
ン
」

と
い
う
三
つ
の
テ
ー
マ
に
添

っ
た
貸
切
風
呂
も
あ
る
。

　
游
月
山
荘
の
浴
場
も
共
通

で
利
用
が
で
き
る
の
で
、
館

内
で
温
泉
め
ぐ
り
が
楽
し
め

る
。
游
月
山
荘
に
は
、
滝
川

の
清
流
を
感
じ
な
が
ら
入
浴

で
き
る
川
沿
い
露
天
風
呂
や

温
泉
風
情
あ
ふ
れ
る
大
浴
場

が
あ
る
。

　
日
本
料
理
の
伝
統
を
継
承

す
る
こ
と
を
重
ん
じ
た
料
理

は
、
本
物
の
味
を
追
求
し
て

い
る
と
好
評
だ
。
要
望
が
多

い
神
戸
ビ
ー
フ
の
料
理
も
充

実
。
網
焼
き
を
は
じ
め
、
陶

板
焼
き
や
竹
蒸
し
、
す
き
焼

き
は
も
ち
ろ
ん
、
新
鮮
な
神

戸
ビ
ー
フ
で
な
け
れ
ば
味
わ

え
な
い
握
り
寿
司
な
ど
、
神

戸
ビ
ー
フ
を
お
い
し
く
味
わ

え
る
メ
ニ
ュ
ー
を

考
案
し
て
い
る
。

　
游
月
山
荘
に
は

「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
」
や
「
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
」
「
デ
ト
ッ
ク

ス
」
の
考
え
を
取

り
入
れ
た
健
康
食

材
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

レ
ス
ト
ラ
ン
「
月

の
座
」
が
あ
り
好

評
だ
。

花
兆
庵
の
上
り
框

　
「
本
陣
平
野
屋
花
兆
庵
」

（
有
巣
秀
司
社
長
）
は
、
岐

阜
県
を
代
表
す
る
観
光
地
、

飛
騨
高
山
の
す
ぐ
そ
ば
に
建

つ
宿
。
一
歩
館
内
に
足
を
踏

み
入
れ
る
と
純
和
風
の
風
情

あ
る
空
間
が
広
が
る
。

の

部
屋
に

人
の
お
も
て
な
し

ス
タ
ッ
フ
で
対
応
。
き
め
細

や
か
な
心
配
り
で
上
質
な
大

人
の
宿
の
ひ
と
と
き
を
楽
し

め
る
。

　
明
治
時
代
の
古
民
家
を
再

生
し
た
別
棟
の
「
り
ら
っ
く

す
蔵
」
は
、
女
性
専
用
の
施

設
で
、
白
壁
の
土
蔵
の
中
に

あ
る
大
浴
場
。
飴
色
の
艶
や

か
な
梁
が
風
情
豊
か
。
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
や
本

格
的
な
エ
ス
テ
も
備
え
、
贅

沢
な
癒
し
が
味
わ
え
る
。

　
別
館
の
最
上
階
に
は
、
男

性
専
用
の
露
天
風
呂
「
り
ら

っ
く
す
満
天
」
が
あ
る
。
眼

下
に
は
高
山
の
ま
ち
な
み
と

宮
川
の
ゆ
る
や
か
な
流
れ
を

一
望
で
き
、
見
上
げ
れ
ば
満

天
の
星
空
が
広
が
る
。
　

　
ほ
か
に
も
、
本
陣
平
野
屋

別
館
の
最
上
階
に
あ
る
「
月

あ
か
り
の
湯
」「
き
ら
ら
の

湯
」で
は
、大
き
な
窓
か
ら
遥

か
遠
く
に
は
北
ア
ル
プ
ス
、

眼
下
に
は
高
山
の
ま
ち
な
み

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
五
つ
の
ス
イ
ー
ト

タ
イ
プ
の
客
室
も
人
気
。
広

い
客
室
ス
ペ
ー
ス
に
、
ゆ
っ

た
り
く
つ
ろ
げ
る
ソ
フ
ァ

ー
、
ジ
ャ
グ
ジ
ー
付
き
豪
華

風
呂
を
備
え
、
部
屋
ご
と
に

個
性
的
な
空
間
を
演

出
し
て
い
る
。

　
料
理
は
、
飛
騨
の

山
の
幸
や
日
本
海
か

ら
直
送
さ
れ
た
新
鮮

な
海
の
幸
を
使
っ
た

会
席
料
理
。
飛
騨
牛

や
寒
ブ
リ
な
ど
、
吟

味
し
た
素
材
に
繊
細

な
味
付
け
が
施
さ

れ
、
滋
味
深
い
味
が

堪
能
で
き
る
。

花
て
ら
す
「
そ
よ
か
ぜ
」

　
香
川
県
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
郷

の
「
湯
元
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
華

の
湯
紅
梅
亭
」
（
近
兼
弘
幸

社
長
）
は
、
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん

の
麓
に
佇
む
温
泉
宿
。Ｊ
Ｒ
、

琴
電
の
駅
に
も
近
く
金
刀
比

羅
宮
の
参
詣
に
便
利
だ
。

　
「
湯
元
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
華

の
湯
」
と
「
琴
平
町
智
光
院

温
泉
」
の
２
種
類
の
源
泉
を

も
つ
。
三
つ
の
温
泉
処
に
は


種
類
の
風
呂
が
あ
り
、
湯

巡
り
三
昧
が
楽
し
め
る
。

　
「
花
て
ら
す
」
は
、
季
節

の
花
々
に
包
ま
れ
た
庭
園
露

天
風
呂
や
大
浴
場
を
は
じ
め

外
湯
感
覚
で
源
泉
を
満
喫
で

き
る
。

　
「
花
す
み
か
」
は
、
ひ
の

き
の
露
天
風
呂
や
内
湯
の
他

に「
た
き
湯
」「
あ
わ
露
天
」

な
ど
、
多
彩
な
湯
浴
み
が
満

喫
で
き
る
。
花
す
み
か
の
女

性
用
の
風
呂
に
は
、
花
を
浮

か
べ
た
趣
向
を
凝
ら
し
た
露

天
風
呂
が
あ
る
。
花
の
種
類

は
、
夜
は
バ
ラ
、
朝
は
ラ
ン

に
種
類
が
変
わ
る
。
「
か
め

風
呂
」
は
夜
の
時
間
帯
に
な

る
と
柑
橘
系
の
果
物
が
入
り

好
評
だ
。

　
「
花
く
ら
ぶ
」
は
貸
切
露

天
風
呂
が
二
つ
。
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
な
空
間
で
、
上
質
な
く

つ
ろ
ぎ
の
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
。

　
昨
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
割
烹
ダ
イ
ニ
ン
グ
「
丸
忠

（
ま
る
ち
ゅ
う
）
」
は
木
造

建
築
に
３
０
０
年
前

の
梁
を
使
う
一
方

で
、
モ
ダ
ン
な
要
素

を
取
り
入
れ
た
オ
ー

ベ
ル
ジ
ュ
風
の
ダ
イ

ニ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ

ン
。
ラ
イ
ヴ
・
キ
ッ

チ
ン
ス
タ
イ
ル
で
丹

精
込
め
た
食
事
を
提

供
。名
物「
石
焼
き
」

を
は
じ
め
四
国
の
旬

の
食
材
を
中
心
に
、

昔
な
が
ら
手
法
を
進

歩
さ
せ
て
い
る
。
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